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第３回複合地区ガバナー協議会議長連絡会議要録 

◎日 時 ： 2018 年 10 月 19 日（金） 14：45‐17：00 

◎会 場 ： 一般社団法人日本ライオンズ （東京・八重洲） 

◎出席者 ：  

      330 複合地区協議会議長   今 井 文 彦（副世話人） 

331 複合地区協議会議長   石 岡 憲 義 

332 複合地区協議会議長   竹 下 直 義 

333 複合地区協議会議長   藤 川 清 幸 

334 複合地区協議会議長   藤 弥 一 司 

335 複合地区協議会議長   柿 原 勝 彦（副世話人） 

336 複合地区協議会議長   太 田 健 一 

337 複合地区協議会議長   識 名 安 信（世話人） 

案件関連ゲスト： 

複合地区国際大会委員長連絡会議     阿久津 隆 文 

一般社団法人日本ライオンズ理事長   田 中  明 

一般社団法人日本ライオンズ事務所所長  菅  原 雅  雄 

 

海南フォーラムに関しては、PID 中村に代わって阿久津国際大会世話人が説明の為に、また先般

開催された第 2 回 WEB 理事会において伝わりきらなかったこと等を補足ご説明して頂くため

に、一般社団法人日本ライオンズ田中理事長にもご出席をお願いした経緯が識名世話人から説明

あり。 

１．第 57 回 OSEAL フォーラム（中国・海南）ジャパンナイトについて 

    阿久津大会世話人から説明があり。 

 （１）最新版日程及びジャパン進行案の確認： 

 ・ようやく開催会場の連絡がオセアル調整事務局経由で連絡が入り、会場の

大きさ、進行案及び招待状案を確認した。 

（２）ジャパンナイト： 

日時： 2018 年 11 月 17 日（土）17：30 会場-18：45 終了予定 

会場： シャングリラホテル（その後本部ホテルへ変更となった） 

主催： ８複合地区議長会 

・構成は二部制で、第Ⅰ部は次回第 58 回フォーラム開催地（広島）を PR、第

Ⅱ部でジャパンナイトを開催する。当日は GAT セミナーの終了予定時刻後に

ジャパンナイトの開催となるので、多くのオセアルゲストの出席が予想さ

れ、尚且つ国際会長晩餐会が予定されているため、立ち寄られるケースも多

い見込み。 

・主催の議長会としては例年ドア外に議長が並びレシービングラインを作り、
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ゲストを迎え入れる形となる。 

・設営担当は国際理事候補者所属 MD(333 及び 336)だが、今回は登録制限の関

係で人数が限られているので、阿久津世話人の地元 330-A 地区からのアシス

トも含まれる形となる。 

・議長会部分司会は 332 竹下議長にお願いする。 

・服装は前回申し合せ通り、議長・ガバナーは白タキシード。 

・なお、昨日付けのオセアル調整事務局からの連絡によると、韓国ナイトは複

数の国際理事候補者が立っているために、開催は見合わせたとのこと。 

 （３）決議委員会への出席： 

   日本８MD の代表として、MD337 識名議長世話人が決議委員として正式に 

  出席することが報告されている。 

 （４）コーカス・ミーティングへの出席： 

  非公式会議だが、開催時間に間に合う場合には必ず出席するようする。重要な

話が提案される場合があり。 

 （５）協議会議長と地区ガバナーの会議について： 

   3 日連続早朝に開催されるが、地区ガバナーと共に出席し議案に注意された

い。重要なことが提案･決議される場合がある。 

 

2. 一般社団法人日本ライオンズ関連（第 2 回 WEB 理事会の報告） 

  議長連絡会議と日本ライオンズとの整合性をどう図るのか、今後はどうなっていくかを 

  中心に意見交換した。 

（１）修正版組織図及びガバナー委員会配属構成に関して： 

   ・委員会構成については既に動いている委員会の中での配属の為、専門性が必要となる

会則、YCE、LQ 等はオブザーバー的に入ってもらい、委員会内容を聞いて頂く他な

いと思われる。 

   ・アラート委員会については人数が多いという意見もあるが、普通の委員会とは別の形

で、単年度ではなく 3 年程の担当制で運営を図れるようにしておく形にするのが望ま

しい気がする。 

   ・「今年はこのような形で各委員会に配属しましたが、来期からはこの組織の形でやっ

ていくこと」を承認してもらい、しかるべき時までに次期予定者に説明し、周知をは

かるべきである。 

   ・議長の役目は忙しいガバナーの MD のまとめ役で、ガバナーとのコンセンサスをしっ

かり持って他の MD と連絡を取り交わし、尚且つ法人の理事として業務を遂行する役

割であることを明確に理解してもらう。 

 （２）参与職及び GAT 組織について： 

    参与職とは現 GLT,GMT,GST,FWT の各エリアリーダーと、GAT PID 中村副リーダ

ー、PID 不老副リーダー。但し、丸山 GMT エリアリーダーは法人監事であり、社員

となっている。また、PIP 山田及び PID 栢森は理事として入っており、社員となって
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いることを確認した。 

（３）第 2 回総会（ガバナー会）案内と時間割について： 

   10 月 25 日に東京プリンスホテルにて開催される内容を確認した。 

   総会後に講演会、懇親会と続く。参与職にもご案内送付するが、理事ではないので、交

通費は自前でお願いする形となる。 

（４）西日本豪雨災害罹災者リストの件： 

   一同で確認した。 

（５）北海道地震義捐金、インドネシア地震義捐金の件： 

   ・北海道地震に関して、１人 500 円ということで申し合わせをしたが、MD または地区

で集めるかは各 MD にお任せする。前回同様、LCIF を通じてお願いする 

   ・インドネシア地震は当初 1400 名以上の死者が出ている。会則地域は違うが日本ライ

オンズとして何らかの支援をすべきとの意見が出て、目安として 1 準地区５万円を拠出

する提案があり。一同了承。MD で取り纏めて LCIF へ年内に送金することを申し合わ

せた。 

（６）グドラン国際会長への LCIF 献金ギフトの件： 

   西の公式訪問ホスト（MD335）として、既に説明文書を作成し、334,336,337 へ配信し、

ご協力をお願いしている。同様に東ホストの MD330 も説明文にてお願いして、各 MD

で対応策を検討していただきたい。期限の目途は 11 月一杯とする。 

 

（７）各種報告事項： 

   ①クエストフォーラム全国大会 

 ②クエスト交付金申請窓口について 

   ③講師育成研究会（FDI）推薦について 

   ④ＬＣＩスタディツアー申込について 

 ⑤ＬＣＩＦ月例報告書及び第２回 LCIF ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ会議要録 
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